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自社R&Dの寄与

企業間R&Dスピルオーバーの寄与

公的R&Dスピルオーバーの寄与

その他要因の寄与

TFP成長率
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TFP分解

		

				TFP成長率の分解（%・従業者数30人以上の生存事業所のみ） セイチョウリツブンカイジュウギョウシャスウニンイジョウセイゾンジギョウショ

						1987-1992		1992-1997		1997-2002		2002-2007

				自社R&Dの寄与 ジシャキヨ		0.36		0.19		0.12		0.14

				企業間R&Dスピルオーバーの寄与 キギョウカンキヨ		0.80		0.34		0.16		0.16

				公的R&Dスピルオーバーの寄与 コウテキ		0.46		0.61		0.49		0.36

				その他要因の寄与 タヨウインキヨ		2.12		1.67		-0.72		-0.33

				TFP成長率 セイチョウリツ		3.74		2.82		0.05		0.34

				注）推定結果に基づき、工場レベルのTFP上昇率の要因分解を行い、ドマー・ウェイトで集計した。 チュウ

				　　また同時に、R&D実施企業の割合が母集団と一致するようにウェイトを付けて集計している。 ドウジジッシキギョウワリアイボシュウダンイッチツシュウケイ

				　　「その他の要因の寄与」はTFP成長率の産業平均の効果、定数項、年次ダミー、産業ダミーの効果などを含んでいる。 タヨウインキヨテイスウコウネンジコウカフク

																																				公的R&Dスピルオーバー コウテキ		企業間R&Dスピルオーバー キギョウカン		自社R&D ジシャ		その他 タ

																																				M.LS1.ln_prs_ft_tpx_ar_gw		M.LS1.ln_so_rs_ft_tpx_ar_gw		M5.S1.L1.ln_sf_rs_ft_tpx_ar

																		北海道																		0.0761942		0.030157215		-0.17342112		0.067069705

																		青森																		0.06653699		0.036245797		0.081531083		-0.18431387

																		岩手																		0.0764825		0.094597451		0.131683711		-0.302763662

																		宮城																		0.08044401		0.095350092		0.088965896		-0.264759998

																		秋田																		0.0634359		0.086744961		0.018349775		-0.168530636

																		山形																		0.07388068		0.014061512		0.094064756		-0.182006948

																		福島																		0.08500544		0.018771345		0.108405271		-0.212182056

																		茨城																		0.10696774		0.102668794		0.069735536		-0.27937207

																		栃木																		0.07064354		0.102832067		0.129143671		-0.302619278

																		群馬																		0.0625311		0.154937833		0.126183387		-0.34365232

																		埼玉																		0.07531982		0.079148929		0.232640623		-0.387109372

																		千葉																		0.09731067		0.0296184		0.078527743		-0.205456813

																		東京																		0.07670759		0.106753564		0.091509975		-0.274971129

																		神奈川																		0.07631901		0.106086807		0.156655992		-0.339061809

																		新潟																		0.06996741		0.122257766		0.15783318		-0.350058356

																		富山																		0.06205177		0.119642942		0.052568437		-0.234263149

																		石川																		0.07476774		0.107622921		0.045695739		-0.2280864

																		福井																		0.05377101		0.056826566		0.089516413		-0.200113989

																		山梨																		0.04782342		0.04856931		0.183220288		-0.279613018

																		長野																		0.05687127		0.099416669		0.106411277		-0.262699216

																		岐阜																		0.05667452		0.162186353		0.024105334		-0.242966207

																		静岡																		0.06891063		0.155348308		0.28360527		-0.507864208

																		愛知																		0.06648557		0.170590428		0.140120234		-0.377196232

																		三重																		0.06061236		0.177994086		0.260643984		-0.49925043

																		滋賀																		0.06208415		0.176565927		0.130369227		-0.369019304

																		京都																		0.06974811		0.173690865		0.124634341		-0.368073316

																		大阪 オオサカ																		0.08490439		0.151605406		0.131053682		-0.367563478

																		兵庫																		0.08940948		0.13358437		0.140245364		-0.363239214

																		奈良																		0.052277		0.084852972		0.074328292		-0.211458264

																		和歌山																		0.05316216		-0.018078564		0.032530983		-0.067614579

																		鳥取																		0.02943173		0.027748714		0.0909896		-0.148170044

																		島根																		0.05707383		0.069048367		0.074063466		-0.200185663

																		岡山																		0.08679064		0.129055302		0.184074381		-0.399920323

																		広島																		0.08505907		0.087286497		0.157580943		-0.32992651

																		山口																		0.08453924		0.176060695		0.176775143		-0.437375078

																		徳島																		0.05457075		0.086250479		0.119337233		-0.260158462

																		香川																		0.07196725		0.007865705		0.154689699		-0.234522654

																		愛媛																		0.06518524		0.013950271		0.153701077		-0.232836588

																		高知																		0.04801437		0.085910726		0.011376036		-0.145301132

																		福岡																		0.11950405		0.205046848		0.191058992		-0.51560989

																		佐賀																		0.07641724		0.137351332		0.077622428		-0.291391

																		長崎																		0.04840483		-0.032665616		0.056935223		-0.072674437

																		熊本																		0.08272696		0.237706729		0.285762682		-0.606196371

																		大分																		0.07779785		0.127887964		0.070111611		-0.275797425

																		宮崎																		0.06049216		0.136004868		0.002666433		-0.199163461

																		鹿児島																		0.06341894		0.108749075		0.10216343		-0.274331445

																		沖縄																		0.02910088		0.0227594		0.021878423		-0.073738703





TFP分解

		



自社R&Dの寄与

企業間R&Dスピルオーバーの寄与

公的R&Dスピルオーバーの寄与

その他要因の寄与

TFP成長率



TFP分解 (2)

		

				TFP成長率の分解（%・従業者数30人以上の生存事業所のみ） セイチョウリツブンカイジュウギョウシャスウニンイジョウセイゾンジギョウショ

						1987-1992		1992-1997		1997-2002		2002-2007

				自社R&Dの寄与 ジシャキヨ		0.36		0.19		0.12		0.14

				企業間R&Dスピルオーバーの寄与 キギョウカンキヨ		0.80		0.34		0.16		0.16

				公的R&Dスピルオーバーの寄与 コウテキ		0.46		0.61		0.49		0.36

				その他要因の寄与 タヨウインキヨ		2.12		1.67		-0.72		-0.33

				TFP成長率 セイチョウリツ		3.74		2.82		0.05		0.34

				注）推定結果に基づき、工場レベルのTFP上昇率の要因分解を行い、ドマー・ウェイトで集計した。 チュウ

				　　また同時に、R&D実施企業の割合が母集団と一致するようにウェイトを付けて集計している。 ドウジジッシキギョウワリアイボシュウダンイッチツシュウケイ

				　　「その他の要因の寄与」はTFP成長率の産業平均の効果、定数項、年次ダミー、産業ダミーの効果などを含んでいる。 タヨウインキヨテイスウコウネンジコウカフク





TFP分解 (2)

		



自社R&Dの寄与

企業間R&Dスピルオーバーの寄与

公的R&Dスピルオーバーの寄与

その他要因の寄与



公的資金助成☓R&D集約度 (2)

		

				※イノベーション活動実施企業（2009-2011年度）のみ カツドウジッシキギョウ

				研究開発集約度（2011年度） ケンキュウカイハツシュウヤクド

												N		研究開発集約度 ケンキュウカイハツシュウヤクド

				公的資金助成の受給（2009-2011年度） コウテキシキンジョセイ		なし		0		|		77,487		0.8%

						あり		1		|		3,326		2.4%

				出典：「第3回全国イノベーション調査」（科学技術・学術政策研究所が2012年に2009～2011年度の3年間の実績について調査）の特別集計結果。 シュッテンダイカイゼンコクチョウサカガクギジュツガクジュツセイサクケンキュウジョネンネンドネンカンジッセキチョウサトクベツシュウケイケッカ

				注1）研究開発集約度＝社内使用研究開発費（2011年度）÷売上高（2009年度）。 チュウケンキュウカイハツシュウヤクドシャナイシヨウケンキュウカイハツヒネンドウリアゲダカネンド

				注2）「公的資金助成」には、地方公共団体または中央政府から受けた税額控除、助成金・補助金、利子補給付き貸付、借入保証・借入助成を含む。 コウテキシキンジョセイウフク

				注3）「イノベーション活動実施企業（2009-2011年度）」は2009年度から2011年度の間に「プロダクト・イノベーション」または「プロセス・イノベーション」を実現またはそららの実現に向けた研究開発等の活動を実施した企業を指す。 チュウネンドネンドアイダジツゲンジツゲンムケンキュウカイハツナドカツドウジッシキギョウサ





公的資金助成☓R&D集約度 (2)

		



研究開発集約度

公的資金助成の受給（2009-2011年度）

研究開発集約度



イノベーション☓労働生産性 (3)

		

				労働生産性指数（平均値） ロウドウセイサンセイシスウヘイキンチ

												N		産業平均からの乖離 サンギョウヘイキンカイリ		労働生産性指数（産業平均＝1） ロウドウセイサンセイシスウサンギョウヘイキン

				イノベーションの実現状況（2009-2011年）		なし		0		|		317,170		-5%		0.95

						プロダクト・
イノベーションのみ		1		|		28,657		12%		1.13

						プロセス・
イノベーションのみ		2		|		21,842		22%		1.25

						プロダクト・
イノベーション
及び
プロセス・
イノベーション オヨ		3		|		22,461		24%		1.27

				出典：「第3回全国イノベーション調査」（科学技術・学術政策研究所が2012年に2009～2011年度の3年間の実績について調査）の特別集計結果。 シュッテンダイカイゼンコクチョウサカガクギジュツガクジュツセイサクケンキュウジョネンネンドネンカンジッセキチョウサトクベツシュウケイケッカ

				注1）労働生産性＝売上高（2011年度）÷従業者数（2011年度）。グラフの縦軸は中分類の産業ごとに労働生産性。 チュウロウドウセイサンセイジュウギョウシャスウネンドタテジクチュウブンルイサンギョウロウドウセイサンセイ

				注2）「プロダクト・イノベーション」は当該企業自身にとって新しいまたは大幅に改善した製品・サービスを市場に導入することを指す。 チュウトウガイキギョウジシンアタラオオハバカイゼンセイヒンシジョウドウニュウサ

				注3）「プロセス・イノベーション」は当該企業自身にとって新しいまたは大幅に改善した生産工程や配送方法等を導入することを指す。 チュウアタラオオハバカイゼンセイサンコウテイハイソウホウホウナドドウニュウサ





イノベーション☓労働生産性 (3)

		



労働生産性指数（産業平均＝1）

イノベーションの実現状況（2009-2011年）

労働生産性指数
（産業平均＝1）
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